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１．検討の視座

適法な配信コンテンツについて、一定のマーク表示を
導入･推進することにより、ユーザーが安心してコンテ
ンツを入手できる環境を整える。

適法配信コンテンツに対するマーク表示

ユーザーによる違法配信の識別を容易にし、違法複製
の蔓延を阻止する

【検討の目的】

適法・違法配信の識別に関する広報･啓発活動

適法･違法配信の技術的識別
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他のコンテンツ業界にも推奨可能な汎用的な
デザイン（現在、デザイン制作中）

マークのデザイン４

配信サイトのトップページ及び
各コンテンツの購入ページ

マークの表示場所５

６

３

２

１ レコード音源・音楽ビデオ対象コンテンツ

レコード会社との契約に基づく配信サービス
（ＰＣ・モバイル向けのダウンロード・ストリーム配信）

対象サービス

レコード業界における施策（案）の内容項目

マークの近傍にメッセージ・管理番号を表示
（実務運用の詳細を検討中）

その他の表示項目

レコード会社との配信契約に基づくコンテンツ提供で
あることの表示

マークの位置づけ

～レコード業界における施策（案）～
２．適法配信コンテンツに対するマーク表示
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レコード会社

レコード会社が配信事業
者と配信契約を締結する
際に、マーク(RIAJの登録
商標)の表示を求める

配信事業者

日本レコード協会
（RIAJ）

マ
ー
ク
の
発
行

マーク

３．マークの運用スキーム

マークの発行･管理に
係る規程等をRIAJで
策定した上で、RIAJが
配信事業者にマークを
発行する

（
契

約

）

マーク
マークの
無断使用
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４．適法音楽配信の市場

・レコード会社との契約に基づき配
信を行う事業者数は約100事業者
（推定）

・2006年の有料音楽配信売上の
90%を占めるモバイル向け配信
について、レーベルモバイル・
dwango等の主要事業者にマー
ク表示を説明し、先方も了解済み

【出典】当協会統計データ

2006年有料音楽配信売上実績

モバイル
90.2%(482億円)

合計
535億円

インターネット･
ダウンロード
9.4%(50億円)

その他
0.4%(2億円)

（注）億単位で四捨五入しているため、内訳と合計は一致しない
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５．今後の取組み（予定）

マークの広報･周知活動の
推進

配信コンテンツに対する
マーク表示の促進

今秋の
運用開始（予定）

他のコンテンツ業界における
マーク導入・運用等の支援
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